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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第42期

前第２四半期
連結累計期間

第43期
当第２四半期
連結累計期間

第42期
前第２四半期
連結会計期間

第43期
当第２四半期
連結会計期間

第42期

会計期間

自  平成20年
     ７月１日
至  平成20年
     12月31日

自  平成21年
      ７月１日
至  平成21年
     12月31日

自  平成20年
      10月１日
至  平成20年
      12月31日

自  平成21年
      10月１日
至  平成21年
      12月31日

自  平成20年
      ７月１日
至  平成21年
     ６月31日

売上高 (千円) 3,656,4003,131,2972,028,8261,730,4026,637,567

経常利益 (千円) 411,469 215,146 302,289 208,392 532,008

四半期(当期)純利益 (千円) 237,817 120,507 174,141 117,081 313,310

純資産額 (千円) ― ― 3,897,3064,068,0143,974,831

総資産額 (千円) ― ― 5,080,3765,298,0824,987,370

１株当たり純資産額 (円) ― ― 1,348.391,406.471,374.65

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 82.46 41.90 60.55 40.71 108.79

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) ― ― 76.3 76.3 79.3

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 4,467 16,064 ― ― 515,013

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △65,289 △24,164 ― ― △84,775

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △8,999 △48,999 ― ― △29,034

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― ― 1,226,7811,640,7071,697,806

従業員数 (名) ― ― 278 301 277

(注)1　売上高には、消費税等は含まれておりません。
　　2　潜在株式調整後1株あたり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。
　　3　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については

記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社）において営まれている事

業の内容に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社における異動は、「３　関係会社の状況」に記載の通りであります。

　

　

３ 【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、以下の会社が新たに提出会社の関係会社となりました。

　

名称 住所
資本金
(千円)

主要な事業
の内容

議決権の所有
割合(％)

関係内容

(連結子会社)
株式会社光明工事

愛媛県松山市 15,000
切断穿孔工事

業
　　　66.7 役員の兼任　　　1名

　

　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成21年12月31日現在

従業員数(名)
301
(28)

(注) １　当社グループは、切断・穿孔工事業を中心としております。
 　　２　従業員は、就業人員であり、臨時雇用者は( )内に当第２四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載

しております。
      

　

　

(2) 提出会社の状況

　 平成21年12月31日現在

従業員数(名)
260
(28)

(注) １　従業員は、就業人員であり、臨時雇用者は( )内に当第２四半期会計期間の平均人員を外数で記載
しております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績
　　　当社グループの事業は建設業の一部であり、建設業では生産実績を定義することが困難である　
　　ため、「生産の状況」は記載しておりません。
　

(2) 受注実績

　

前第2四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日　
 　至　平成20年12月31日)

当第2四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日　
 　至　平成21年12月31日)　

区分 受注高(千円) 受注残高(千円) 受注高(千円) 受注残高(千円)

ダイヤモンド工法事業 1,716,592 － 1,506,435 －

ウォータージェット工法事業 312,233 － 223,966 －

合計 2,028,826 － 1,730,402 －

(注) １　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 ２　当社グループでは、受注日が工事日の1～2日前に確定することが多く、工期が数時間と短く金額が

僅少な工事が多いため、日々の工事施工終了時に売上を計上しております。従って、売上金額と受注

実績は同額として記載しております。

 ３　ビルメンテナンス事業の受注実績については、少額であるため、ウォータージェット工法事業に含

めて記載しております。　　　
　
(3) 売上実績
　

　
前第2四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日　
 　至　平成20年12月31日)　

当第2四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日　
 　至　平成21年12月31日)

区分 売上高(千円) 売上高(千円)

ダイヤモンド工法事業 1,716,592 1,506,435

ウォータージェット工法事業 312,233 223,966

合計 2,028,826 1,730,402

(注) １　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 ２　当社グループの事業は請負形態を取っており、販売実績という定義は実態にそぐわないため、売上

実績を記載しております。

 ３　ビルメンテナンス事業の売上実績については、少額であるため、ウォータージェット工法事業に含

めて記載しております。　　　

 ４  当社グループの事業は公共事業関連工事が多いため、売上高は第１四半期（7月～9月）・第４四

半期（4月～6月）が減少し、第２四半期（10月～12月）・第３四半期（1月～3月）に集中いたしま

す。
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２ 【事業等のリスク】

当第2四半期連結会計期間における、本四半期報告書に記載した事象の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生、又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

　

３ 【経営上の重要な契約等】

(1)株式譲渡契約の締結

当社は、平成21年11月25日の当社取締役会において、株式会社光明工事の株式を取得して子会社化するこ
とを決議し、株式取得の相手方であります畠岡佳代氏と株式譲渡契約の締結を行っております。
　なお、株式取得の目的等の詳細については、「第一部　第５　経理の状況　１　四半期連結財務諸表　注記事項
　(企業結合等関係）」に記載の通りであります。　

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（1）　経営成績に関する分析
当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、中国をはじめとしたアジア諸国における需要の増大
などによって、一部においては回復の兆しが見られるものの、国内設備投資の大幅な減少や雇用情勢の悪
化、及び個人消費の低迷は依然として続いており、全体としては厳しい状況で推移しました。
　当第２四半期連結会計期間における当社グループを取り巻く経営環境についても、公共投資が引続き低水
準で推移していることから、受注競争が一段と激化し、厳しいものとなりました。　
　その結果、当第２四半期連結会計期間における連結売上高は1,730百万円（前年同四半期比14.7％減）と
なり、営業利益は200百万円(同31.9％減）、第２四半期純利益は117百万円(同32.8％減）となりました。ま
た、第１四半期連結会計期間より当社グループはビルメンテナンス事業を開始いたしましたが、当該事業の
売上高は、事業開始後間もないため、２百万円にとどまっております。
　なお、当社グループの事業は公共事業関連工事が多いため、売上高は第１四半期（7月～9月）・第４四半
期（4月～6月）が減少し、第２四半期（10月～12月）・第３四半期（1月～3月）に集中いたします。利益に
つきましても同様に推移いたします。今後、このような業績の変動を平準化していく方針でありますが、当
面、業績は第２四半期、第３四半期に偏る傾向にあります。　　
 
工法種類別の業績は、以下の通りであります。
 
　(ダイヤモンド工法事業）
　ダイヤモンド工法事業につきましては、免震分野への営業強化とともに、空港の灯火工事、橋梁の補修・耐
震工事、高速道路の補修・耐震工事等を行いました。その結果、当第２四半期連結会計期間における売上高
は、1,506百万円(前年同期比12.2％減）となりました。
 

　(ウォータージェット工法事業）
　ウォータージェット工法事業につきましても、第１四半期連結会計期間から引き続きアスベストの除去
等、環境対策関係分野への市場拡大を図るとともに、化学工場・石油プラントの定期補修工事、高架橋の補
修工事等を行いました。その結果、当第２四半期連結会計期間における売上高は223百万円(前年同期比
28.3％減）となりました。
　
（2）　財政状態に関する分析
当第２四半期連結会計期間末における当社グループの総資産は5,298百万円(第1四半期連結会計期間末
比6.4％増）、負債が1,230百万円(同19.7％増）、純資産は4,068百万円(同3.0％増）となり、自己資本比率
は76.3％となりました。
　資産の主なものは、現預金1,744百万円(同1.7％減）、受取手形・完成工事未収入金1,581百万円(同23.1％
増）、土地1,036百万円(同4.1％増）などであります。負債の主なものは、工事未払金299百万円(同16.7％
増）、退職給付引当金300百万円(同0.9％増）であり、純資産では利益剰余金3,215百万円(同3.8％増）であ
ります。
　
　

（3）　キャッシュ・フローの状況に関する分析
当第２四半期連結会計期間末における当社グループの現金及び現金同等物(以下「資金」という）は、営
業活動で10百万円の減少、投資活動で２百万円の減少、財務活動で20百万円の減少となった結果、1,640百万
円(前年同四半期比33.7％増）となりました。主な要因は次のとおりです。
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（営業活動によるキャッシュ・フロー）
　当第２四半期連結会計期間における営業活動の資金の減少は10百万円（前年同期は23百万円のキャッ
シュ・イン）となりました。主な要因としては売上債権の増加が257百万円あったことなどによります。
　
（投資活動によるキャッシュ・フロー）
　当第２四半期連結会計期間における投資活動の資金の減少は２百万円(前年同期は32百万円のキャッシュ
・アウト）となりました。主な要因としては機械装置、車輌運搬具等固定資産の取得による支出が17百万
円、貸付による支出が30百万円、連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による収入が42百万円あったこ
となどによります。
　
(財務活動によるキャッシュ・フロー）
　当第２四半期連結会計期間における財務活動の資金の減少は20百万円(前年同期は16百万円のキャッシュ
・イン）となりました。要因としては、短期借入金の返済による支出が20百万円あったことによります。
 
　
　

（4）　事業上及び財務上の対処すべき課題
当第２四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。
　
　

（5）　研究開発活動
当第２四半期連結会計期間の研究開発費の総額は２百万円であります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

　　　当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第２四半期連結会計期間において、第1四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、
除却等について、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。
また、当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 10,000,000

計 10,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成22年２月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 3,000,000 3,000,000
ジャスダック
証券取引所

権利内容に何ら限定のない当社
における標準となる株式
 
単元株式数　100株

計 3,000,000 3,000,000― ―

　

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。
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(3) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成21年10月１日～
平成21年12月31日

― 3,000,000 ― 470,300 ― 465,100
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(5) 【大株主の状況】

　 　 平成21年12月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

渡　辺　　隆 神奈川県三浦郡葉山町 436,000 14.53

永　野　良　夫 神奈川県茅ヶ崎市 318,300 10.61

植　村　駿　吉 沖縄県糸満市 274,650 9.15

第一カッター興業従業員持株会 神奈川県茅ヶ崎市萩園833番地 164,600 5.48

旭ダイヤモンド工業株式会社 東京都千代田区紀尾井町4番1号 150,000 5.00

ダイヤモンド機工株式会社 福岡県福岡市城南区南方江2丁目30-21 120,000 4.00

第一カッター興業株式会社 神奈川県茅ヶ崎市萩園833番地 100,070 3.33

富国生命保険相互会社 東京都千代田区内幸町二丁目2-2 100,000 3.33

エイアイユーインシュアランス
カンパニー

東京都千代田区丸の内一丁目1番3号 100,000 3.33

赤　羽　根　昭　夫 神奈川県茅ヶ崎市 63,400 2.11

計 ― 1,827,020 60.90
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成21年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ―  ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
普通株式
　(自己保有株式）

100,000
― 単元株式数　　100株

完全議決権株式(その他)
普通株式

2,899,500
28,995 同上

単元未満株式
普通株式

500
― 同上

発行済株式総数 3,000,000― ―

総株主の議決権 ― 28,995 ―

(注)  「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式70株が含まれております。

　

　

② 【自己株式等】

　 　 平成21年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式）
第一カッター興業
株式会社

神奈川県茅ケ崎市萩園833
番地

100,000― 100,000 3.33

計 ― 100,000― 100,000 3.33

 

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成21年
　７月 　８月 　９月 　10月 　11月 　12月

最高(円) 720 750 699 700 670 655

最低(円) 672 688 647 650 570 580

(注)  株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。
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３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19
年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に準拠して作成し、「建設業法施行規則」
(昭和24年建設省令第14号）に準じて記載しております。
　なお、前第２四半期連結会計期間(平成20年10月１日から平成20年12月31日)及び前第２四半期連結累計期
間(平成20年７月１日から平成20年12月31日）までは改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第２四
半期連結会計期間(平成21年10月１日から平成21年12月31日)及び当第２四半期連結累計期間(平成21年７
月１日から平成21年12月31日)は改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。
 

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間(平成20年10月１
日から平成20年12月31日）及び前第２四半期連結累計期間(平成20年７月1日から平成20年12月31日まで)
に係る四半期連結財務諸表については新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受け、当第２四半
期連結会計期間(平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び当第２四半期連結累計期間(平成21年
７月１日から平成21年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表については、アーク監査法人による四半期
レビューを受けております。

なお、当社の監査法人は次のとおり交代しております。

第42期連結会計年度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新日本有限責任監査法人

　第43期第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間　　　　アーク監査法人
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,744,349 1,798,447

受取手形・完成工事未収入金 ※1, ※2
 1,581,567

※1
 1,251,157

材料貯蔵品 62,078 67,270

繰延税金資産 24,417 24,417

その他 35,614 57,543

貸倒引当金 △6,613 △8,646

流動資産合計 3,441,413 3,190,190

固定資産

有形固定資産

建物・構築物 299,817 294,731

減価償却累計額 △174,272 △166,914

建物・構築物（純額） 125,545 127,817

機械装置及び運搬具 1,581,376 1,498,486

減価償却累計額 △1,357,403 △1,261,167

機械装置及び運搬具（純額） 223,973 237,318

工具器具・備品 69,590 62,051

減価償却累計額 △55,523 △49,987

工具器具・備品（純額） 14,067 12,063

土地 1,036,329 995,957

有形固定資産合計 1,399,916 1,373,157

無形固定資産 23,019 6,146

投資その他の資産

投資有価証券 110,359 109,825

繰延税金資産 161,995 161,995

その他 216,017 182,776

貸倒引当金 △54,637 △36,721

投資その他の資産合計 433,734 417,876

固定資産合計 1,856,669 1,797,180

資産合計 5,298,082 4,987,370
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(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年６月30日)

負債の部

流動負債

工事未払金 299,629 194,625

短期借入金 30,000 50,000

未払法人税等 100,635 84,070

賞与引当金 28,076 27,010

その他 294,268 287,366

流動負債合計 752,610 643,071

固定負債

長期借入金 97,285 －

退職給付引当金 300,063 292,258

役員退職慰労引当金 77,599 71,044

負ののれん 2,508 2,964

その他 － 3,200

固定負債合計 477,457 369,467

負債合計 1,230,068 1,012,539

純資産の部

株主資本

資本金 470,300 470,300

資本剰余金 465,100 465,100

利益剰余金 3,215,955 3,124,447

自己株式 △106,438 △106,438

株主資本合計 4,044,917 3,953,408

少数株主持分 23,097 21,422

純資産合計 4,068,014 3,974,831

負債純資産合計 5,298,082 4,987,370
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成20年７月１日
　至 平成20年12月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成21年７月１日
　至 平成21年12月31日)

完成工事高 3,656,400 3,131,297

完成工事原価 2,486,532 2,176,661

完成工事総利益 1,169,868 954,636

販売費及び一般管理費 ※1
 778,715

※1
 759,070

営業利益 391,152 195,566

営業外収益

受取利息 395 198

受取保険金 3,567 2,873

受取家賃 8,838 4,921

負ののれん償却額 456 456

持分法による投資利益 2,377 4,133

雑収入 5,535 7,579

営業外収益合計 21,169 20,163

営業外費用

支払利息 704 460

売上債権売却損 148 122

営業外費用合計 852 582

経常利益 411,469 215,146

特別利益

固定資産売却益 1,204 2,154

過年度償却債権取立益 133 272

特別受取保険金 － 540

保険解約返戻金 705 －

特別利益合計 2,042 2,966

特別損失

固定資産売却損 397 46

固定資産除却損 2,872 24

災害による損失 2,341 －

特別損失合計 5,611 71

税金等調整前四半期純利益 407,900 218,042

法人税等 169,562 95,859

少数株主利益 521 1,675

四半期純利益 237,817 120,507
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【第２四半期連結会計期間】
(単位：千円)

前第２四半期連結会計期間
(自 平成20年10月１日
　至 平成20年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(自 平成21年10月１日
　至 平成21年12月31日)

完成工事高 2,028,826 1,730,402

完成工事原価 1,335,909 1,160,765

完成工事総利益 692,916 569,636

販売費及び一般管理費 ※1
 399,213

※1
 369,498

営業利益 293,702 200,138

営業外収益

受取利息 108 132

受取保険金 2,631 2,773

受取家賃 16 210

負ののれん償却額 228 228

持分法による投資利益 1,443 1,955

雑収入 4,647 3,219

営業外収益合計 9,075 8,519

営業外費用

支払利息 383 189

売上債権売却損 106 74

営業外費用合計 489 264

経常利益 302,289 208,392

特別利益

過年度償却債権取立益 131 219

特別受取保険金 30 540

固定資産売却益 214 2,154

特別利益合計 376 2,914

特別損失

固定資産売却損 241 46

固定資産除却損 714 －

特別損失合計 955 46

税金等調整前四半期純利益 301,709 211,260

法人税等 125,669 92,886

少数株主利益 1,899 1,292

四半期純利益 174,141 117,081
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成20年７月１日
　至 平成20年12月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成21年７月１日
　至 平成21年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 407,900 218,042

減価償却費 74,560 56,745

長期前払費用償却額 － 106

負ののれん償却額 △456 △456

貸倒引当金の増減額（△は減少） 10,540 15,003

受取利息 △395 △198

支払利息 704 460

持分法による投資損益（△は益） △2,377 △4,133

固定資産除却損 2,872 24

固定資産売却損益（△は益） △806 △2,107

受取保険金 △3,567 △2,873

特別受取保険金 － △540

保険解約返戻金 △705 －

災害損失 2,341 －

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 2,043 6,454

退職給付引当金の増減額（△は減少） △9,507 7,805

賞与引当金の増減額（△は減少） 90 △600

未払費用の増減額（△は減少） 3,089 16,845

未払金の増減額（△は減少） △169 △6,122

未払消費税等の増減額（△は減少） 7,761 △8,010

売上債権の増減額（△は増加） △261,389 △313,930

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,749 5,322

仕入債務の増減額（△は減少） △11,360 88,150

その他 383 7,648

小計 223,302 83,636

利息及び配当金の受取額 395 3,798

利息の支払額 △704 △674

特別保険金の受取額 － 540

保険金の受取額 3,567 2,873

保険解約返戻金の受取額 705 －

災害損失の支払額 △2,341 －

法人税等の支払額 △220,456 △74,109

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,467 16,064
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(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成20年７月１日
　至 平成20年12月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成21年７月１日
　至 平成21年12月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △59,182 △33,269

有形固定資産の売却による収入 1,784 17,143

無形固定資産の取得による支出 △1,959 △7,168

出資金の払込による支出 △23 －

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る収入

－ 42,679

貸付けによる支出 △5,050 △31,900

貸付金の回収による収入 1,638 952

保険積立金の積立による支出 △10,156 △10,527

保険積立金の払戻による収入 668 1,092

長期預り金の返還による支出 － △3,200

その他 6,989 33

投資活動によるキャッシュ・フロー △65,289 △24,164

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 20,000 △20,000

配当金の支払額 △28,999 △28,999

財務活動によるキャッシュ・フロー △8,999 △48,999

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △69,821 △57,098

現金及び現金同等物の期首残高 1,296,603 1,697,806

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 1,226,781

※1
 1,640,707
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

　

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成21年７月１日  至  平成21年12月31日)

１  連結の範囲に関する事項の変更 (1) 連結の範囲の変更

当第２四半期連結会計期間より、株式取得により株式会社光明工

事を連結の範囲に含めております。なお、みなし取得日を当社の第２

四半期決算日(平成21年12月31日）としているため、当第２四半期連

結会計期間は四半期貸借対照表のみを連結しております。

　

 

　 (2)変更後の連結子会社の数　
　 ２社

　 　
　

　

　

　

　

　

【簡便な会計処理】

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年７月１日 
　至　平成21年12月31日)

１　一般債権の貸倒見積高の算定方法

当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が

前連結会計年度末に算定したものと著しい変化が

ないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実

績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。

２　棚卸資産の評価方法

棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下

が明らかなものについてのみ正味売却価格を見積

もり、簿価切下げを行う方法によっています。

３　固定資産の減価償却費の算定方法

定率法を採用している資産については、連結会計

年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定す

る方法によっております。

４　繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前

連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異

等の発生状況に著しい変化がないと認められる場

合に、前連結会計年度において使用した将来の業績

予測やタックス・プランニングを利用する方法に

よっています。
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【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年７月１日 
　至　平成21年12月31日)

　税金費用の計算

　税金費用の計算について、当連結会計年度の税引

前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税

率を合理的に見積もり、税引前四半期純利益に当該

見積実効税率を乗じて計算する方法を採用してお

ります。

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示し

てあります。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末
(平成21年6月30日)

※1　裏書譲渡高

受取手形裏書譲渡高 257,206千円

※1　裏書譲渡高

受取手形裏書譲渡高 195,205千円

※2　当四半期連結会計期間末日満期手形の会計処

理については、手形交換日をもって決済処理し

ております。

　なお、当第２四半期連結会計期間末日が金融

機関の休日であったため、次の四半期連結会計

期間末日満期手形が、四半期連結会計期間末残

高に含まれております。

受取手形 1,354千円

裏書手形 　   7,493千円

―――――――――
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(四半期連結損益計算書関係)

第２四半期連結累計期間

前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年７月１日 
  至  平成20年12月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年７月１日 
  至  平成21年12月31日)

※1　販売費及び一般管理費の主なもの
給与手当 369,174千円

賞与引当金繰入額 11,250千円

役員退職慰労引当金繰入額 4,281千円

貸倒引当金繰入額 17,331千円

退職給付引当金繰入額 17,634千円

※1　販売費及び一般管理費の主なもの
給与手当 352,020千円

賞与引当金繰入額 13,650千円

役員退職慰労引当金繰入額 6,454千円

貸倒引当金繰入額 24,820千円

退職給付費用 17,625千円
 　2　売上高の季節変動

　当社グループの売上高は、公共事業関連工事が多

いため、第１四半期(7～9月）、第４四半期(4～6

月）が減少し、第２四半期(10～12月)、第３四半期

(1～3月）に集中いたします。

　2　売上高の季節変動

 

　　　　　　　　　同左

　

　

第２四半期連結会計期間

前第２四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日 
  至  平成20年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日 
 至  平成21年12月31日

※1　販売費及び一般管理費の主なもの
給与手当 193,921千円

役員退職慰労引当金繰入額 1,342千円

貸倒引当金繰入額 6,896千円

退職給付引当金繰入額 9,695千円

※1　販売費及び一般管理費の主なもの
給与手当 202,006千円

役員退職慰労引当金繰入額 3,012千円

貸倒引当金繰入額 4,342千円

退職給付費用 8,656千円
 　2　売上高の季節変動

　当社グループの売上高は、公共事業関連工事が多

いため、第１四半期(7～9月）、第４四半期(4～6

月）が減少し、第２四半期(10～12月)、第３四半期

(1～3月）に集中いたします。

　2　売上高の季節変動

 

　　　　　　　　　同左
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成20年７月１日
至  平成20年12月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成21年７月１日
至  平成21年12月31日)

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 1,327,102千円

計 1,327,102千円

預入期間が３か月超の定期預金 △100,320千円 

現金及び現金同等物 1,226,781千円

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 1,744,349千円

計 1,744,349千円

預入期間が３か月超の定期預金 △103,642千円 

現金及び現金同等物 1,640,707千円
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(株主資本等関係)

当第２四半期連結会計期間末(平成21年12月31日)及び当第２四半期連結累計期間(自  平成21年７月　１日

 至  平成21年12月31日)

１  発行済株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 3,000,000

　

　

２  自己株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 124,070

(注）上記には、持分法適用関連会社が保有している当社株式の当社帰属分24,000株を含んでおります。

　

３  新株予約権等に関する事項

　　該当事項はありません。

　

　

４  配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年9月25　日
定時株主総会

普通株式 28,999 10平成21年6月30日 平成21年9月28日 利益剰余金

　

(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の

効力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　

　　　　該当事項はありません。

　

５  株主資本の著しい変動に関する事項

　該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)及び前第２四半期連結累計
期間(自　 平成20年７月１日　至　平成20年12月31日）
当社グループは、切断・穿孔工事業を営む単一セグメントにつき、記載を省略しております。

　

当第２四半期連結会計期間(自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日)及び当第２四半期連結累計
期間(自　平成21年７月１日　至　平成21年12月31日）
当社グループは、切断・穿孔工事業を主な事業としており、全セグメントの売上高および営業利益
(又は損失）の合計額にしめる切断・穿孔工事業の割合がいずれも90％を超えているため、事業の種類
別セグメント情報を省略しております。

　

　【所在地別セグメント情報】

　前第２四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)及び前第２四半期連
　結累計期間(自　 平成20年７月１日　至　平成20年12月31日）
本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店はありませんので、記載を省略しており
ます。

　

　当第２四半期連結会計期間(自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日)及び当第２四半期連
　結累計期間(自　平成21年７月１日　至　平成21年12月31日）
本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店はありませんので、記載を省略しており
ます。

　

　【海外売上高】

　前第２四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)及び前第２四半期連
　結累計期間(自　 平成20年７月１日　至　平成20年12月31日）
海外売上高がないため、記載を省略しております。

　

　当第２四半期連結会計期間(自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日)及び当第２四半期連
　結累計期間(自　平成21年７月１日　至　平成21年12月31日）
海外売上高がないため、記載を省略しております。

　

　
　
　

　

　

　

(デリバティブ取引関係)

当社グループは、デリバティブ取引を行っておりませんので、該当事項はありません。

　

　

　

　

　

　

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。
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(企業結合等関係)

当第２四半期連結会計期間(自  平成21年10月１日  至  平成21年12月31日)

(パーチェス法適用)

１  被取得企業の名称及びその事業の内容、企業結合を行った主な理由、企業結合日、企業結合の法的形式並

びに結合後企業の名称及び取得した議決権比率

(1) 被取得企業の名称及びその事業の内容

被取得企業の名称    株式会社光明工事

事業の内容          切断穿孔工事業

(2) 企業結合を行った主な理由

切断穿孔工事業のさらなる市場開拓と地域的拡大を図るため。

(3) 企業結合日

平成21年12月１日

(4) 企業結合の法的形式

株式取得

(5) 結合後企業の名称

変更はありません。

(6) 取得した議決権比率

66.7％

　

２  四半期連結会計期間及び四半期連結累計期間に係る四半期連結損益計算書に含まれる被取得企業の業績

の期間

みなし取得日が第２四半期決算日(平成21年12月31日）であるため、四半期連結損益計算書には被取得企

業の業績は含まれておりません。

　

３  被取得企業の取得原価及びその内訳

取得の対価　　株式取得費用　　200円

　
　

取得原価　　　　　　　　　　　200円

　

　

　

４  発生したのれんの金額、発生原因、償却の方法及び償却期間

(1) のれんの金額       10,045千円

(2) 発生原因

企業結合時の時価純資産が取得原価を下回ったため、その差額をのれんとして計上しております。

(3) 償却の方法及び償却期間

５年間にわたる均等償却

　

５  企業結合が当連結会計年度の開始の日に完了したと仮定した場合の当四半期連結累計期間の四半期連結

損益計算書に及ぼす影響の概算額
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　　　概算額の算出が困難であるため、記載しておりません。

　

　

　

　

　

　

EDINET提出書類

第一カッター興業株式会社(E00320)

四半期報告書

28/35



(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額

　
当第２四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末
(平成21年６月30日)

　 　

　 1,406.47円
　

　 　

　 1,374.65円
　

　

(注)  １株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第２四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末
(平成21年６月30日)

純資産の部の合計額(千円) 4,068,014 3,974,831

普通株式に係る純資産額(千円) 4,044,917 3,953,408

差額の主な内訳(千円) 　 　

　少数株主持分 23,097 21,422

普通株式の発行済株式数(千株) 3,000 3,000

普通株式の自己株式数(千株) 124 124

１株当たり純資産額の算定に用
いられた普通株式の数(千株) 2,875 2,875

　

２  １株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

第２四半期連結累計期間

前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年７月１日 
  至　平成20年12月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年７月１日 
  至　平成21年12月31日)

１株当たり四半期純利益 82.46円

　 　
　潜在株式調整後1株当たり四半期純利益について
は、潜在株式が存在しないため記載しておりませ
ん。
　

１株当たり四半期純利益 41.90円

　 　
　潜在株式調整後1株当たり四半期純利益について
は、潜在株式が存在しないため記載しておりませ
ん。
　

　
(注)  １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

項目
前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年７月１日 
  至　平成20年12月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年７月１日 
  至　平成21年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 237,817 120,507

普通株式に係る四半期純利益(千円) 237,817 120,507

普通株式の期中平均株式数(千株) 2,884 2,875
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第２四半期連結会計期間

前第２四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日 
  至　平成20年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日 
  至　平成21年12月31日)

１株当たり四半期純利益 60.55円

　 　
　潜在株式調整後1株当たり四半期純利益について
は、潜在株式が存在しないため記載しておりませ
ん。
　

１株当たり四半期純利益 40.71円

　 　
　潜在株式調整後1株当たり四半期純利益について
は、潜在株式が存在しないため記載しておりませ
ん。
　

　

(注)　　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

項目
前第２四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日 
  至　平成20年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日 
  至　平成21年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 174,141 117,081

普通株式に係る四半期純利益(千円) 174,141 117,081

普通株式の期中平均株式数(千株) 2,875 2,875
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(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

　

　

　

　

　

(リース取引関係)

該当事項はありません。

　

　

　

　

(有価証券関係）

該当事項はありません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年２月13日

第一カッター株式会社

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　鈴木　義則　　　

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　池内　基明　　　
　

　
　

　
　

　
　

　 　 　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている第一

カッター興業株式会社の平成20年７月１日から平成21年６月30日までの連結会計年度の第２四半期連結会計

期間(平成20年10月１日から平成20年12月31日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成20　年７月１日から平

成20年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及

び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成

責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明すること

にある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、第一カッター興業株式会社及び連結子会社の

平成20年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計

期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じ

させる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成22年２月10日

第一カッター興業株式会社

取締役会  御中

　

　アーク監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    赤荻　隆   　 印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    新井　盛司    印

　

　 　 　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている第一

カッター興業株式会社の平成21年７月１日から平成22年６月30日までの連結会計年度の第２四半期連結会計

期間(平成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成21　年７月１日から平

成21年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及

び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成

責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明すること

にある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、第一カッター興業株式会社及び連結子会社の

平成21年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計

期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じ

させる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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